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身を切る改革７１億円
日本維新の会国会議員、地方議員による報酬・定数削減等、身を切る改革の
効果額は71億円にのぼります。その内、水野阪南市長の約3000万円は阪南
市への返納を可能としました。しかし、大阪維新の会阪南市議団の過去４年分
の約1200万円は他議員の反対で返納できず、被災地等へ寄付することとい
たしました。皆さまには本当に申し訳ありません。4名となった大阪維新の会阪
南市議団で、この可決に向けて取組んで参ります。引き続きご支援をお願い
致します。



3回目ワクチン接種の前倒しが実現
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幼児教育保育無償化の支援拡充を提案

３歳児未満への支援拡充について、所得制限や対象年齢の緩和を市に要望。その費用
負担は、公立は市１００％負担に対し私立は市２５％負担であることから「新たな施設」議
論の中で、民間活力の導入と併せて無償化拡充の検討を提案しました。この施設整備
等にかかる特別委員会が設置されることとなり、引き続き実現に向け提案を続けます。

オミクロン株による第６波への備えとして、特に抗体価が減少する高齢者向けに、早期
の３回目接種を要望。２回目完了から８ヶ月後の接種を市は計画していましたが、前倒
しを決定。６ヶ月後をメドに接種券が届きます。そこで新たに集団接種（２月下旬）の前
倒しを要望した結果、２月上旬の開始が実現しました。

阪南市は土地利用の規制緩和による企業誘致で新たに8.5億円の税収を見込んでい
ます。そこで２０２５年大阪・関西万博に向けさらに民間投資を呼び込むため、カーボン
ニュートラル（二酸化炭素排出ゼロ）に向けた環境保全分野の取組みを提案しています。
「里山里海」をフィールドに、企業・大学と市が連携し海洋教育や森林環境教育などを民
間のデジタル先端技術と融合させた体験型カーボンツーリズムを実施。バーチャルとリ
アルのインバウンド需要を促進し、観光産業分野の成長を図るべき、と提案しています。

新たな成長戦略を提案

行財政構造改革プランで、職員数削減による市役所のスリム化と行政のデジタル化を
バランスさせることで、５０億円規模の歳出削減効果を市は見込んでいます。また地域
交通など、課題をデジタル技術で解決に導く「スマートシティ戦略」を策定し、まちの将来
像を皆さんにお示しする、としています。そこで、「スマートシティのモデル都市」に相応し
い学校ＩＣＴ教育への追加投資を要望しています。

デジタル化と学校ICT教育


